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６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

本共同研究の目的は、幾つかの異なる応用分野（特にクラウド時代の大規模問題）を対象として、

最適な並列度、進化計算を実装する適切な装置、進化計算を多種多様な環境で並列化するための技

術を確立することである。今年度は昨年までに比べて特に「クラウドコンピュータ時代の進化計算

並列化技術を想定した研究環境の立ち上げや応用問題発掘」を目的として、工学分野、バイオ分野

に関して並行して研究を進め、粒子群最適化の分散処理に関する検討、新しい多目的進化型アルゴ

リズムの検討、問題解決に参加する人の増加を考慮した人間ベース進化計算の検討を行った。また、

本共同研究テーマに関するスペシャルセッションを 2016 年 7 月にバンクーバーで開催の IEEE 主

催の国際会議 World Congress on Computational Intelligence (WCCI)に提案し受理された。さら

に、各グループ間の連携を深め情報交換を行う場として2017年3に北大情報基盤センターにおいて、

ミシガン州立大学の Kalyanmoy Deb 教授の講演を含むミニシンポジウム「大規模計算機環境下に

おける進化計算の新たな展開」を、「大規模計算機環境を活かした進化型多目的最適化の新たな展開」

グループおよび「クラウド環境を用いた大規模群れ行動解析システムの構築」グループと合同開催

して研究経過の報告と意見交換を行った。 

 

具体的な研究成果は以下の通りである。 

１）粒子群最適化（PSO）の標準手法である Standard PSO の GPU を用いた並列化を行い、国際

シンポジウムで発表を行った[1]。  
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２）非単調性基準を基にしたリンケージ同定を導入した多目的進化計算アルゴリズムの開発を行い，

国際会議論文として採択された [2]。 

３）問題解決に参加する人の増加に対して人間ベース進化計算実行システムが効果的に機能するよ

うに新たな機能を実装し、国際シンポジウムで発表を行った[3]。 

４) 多峰性問題を対象とした Swarm Intelligence の探索精度向上のための分散処理モデル[4,5]およ

びメニーコア環境での進化型多目的アルゴリズムの並列高速化手法の検討[6]を行い国際会議で発表

を行った。 
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